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本市では、これまで人口の増加や行政サービスに関する市民ニーズに対応するために多く

の公共施設を整備してきましたが、現在、これらの施設は、老朽化による建て替えや大規模

改修の時期を迎えています。 

今後、人口減少や少子高齢化が進展し、さらに、生産年齢人口の減少による税の減収や扶

助費などの社会保障関係経費が増大することで多額の財政需要が想定されるなか、これまで

と同様に施設を維持していくことは非常に困難であります。 

こうした状況のなか、市では、今後の公共施設のあり方について基本的な方針を示した「古

河市公共施設適正配置基本計画」を策定し、施設の最適化に取り組むことになりました。 

本市では、老人福祉法に基づき、昭和 45 年に古河老人福祉センター、昭和 54 年に総和老

人福祉センターを開設しましたが、両施設ともに建物の老朽化により安全性の確保という面

で大きな不安を抱えており、また、機器類など館内設備は経年劣化により補修箇所が増加し

ています。 

このことから、老人福祉センターは「古河市公共施設適正配置基本計画」の施設評価にお

いて老朽化に伴う問題が指摘されています。 

さらに、令和 2年 2月以降、新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、休館や市内居

住者限定の利用制限を設け、また「新しい生活様式」を取り入れたため事業を縮小して運営

を続けています。 

このような状況から、施設の利用実態を踏まえつつ、必要性・有効性などを改めて検証す

ることで、今後の施設の基本方針を示し、将来を見据えた持続可能な高齢者福祉サービスの

提供のために策定するものです。 

 

 

 

 

  



2 

 

建築年月 S45 年 3 月 

 

所在地 古河市新久田 285 

敷地面積 6,862 ㎡ 

延床面積 734 ㎡ 

運営形態 
指定管理 

（ワーカーズコープ） 

その他 

※建築経過年数 

（令和 4年 3月現在）：

52 年 

 

建築年月 S54 年 4 月 

 

所在地 古河市北利根 10 

敷地面積 6,015 ㎡ 

延床面積 1,090 ㎡ 

運営形態 
指定管理 

（古河市社会福祉協議会） 

その他 

※建築経過年数 

（令和 4年 3月現在）：

43 年 

 

 

 

老人福祉 

センター 
H29 年度 H30 年度 R1 年度 R2 年度 

R3 年度 

（R3.12 月末） 

古 河 57,061 人 51,632 人 49,149 人 8,630 人 9,903 人 

総 和 34,998 人 39,679 人 36,055 人 6,120 人 5,093 人 

※R1～R3 年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止対応による利用制限あり 

老人福祉センター 設備 

共 通 ・浴場 ・集会場（カラオケ） ・売店 ・娯楽室（将棋、囲碁） 

古 河 ・ヘルストロン ・温泉設備 

総 和 ・カラオケルーム（個室） 
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利用登録者（65 歳以上） 

R3 年 3月末 R3 年 12 月末 

古河老人福祉センター 165 人 165 人 

総和老人福祉センター 137 人 154 人 

計(A) 302 人 319 人 

高齢者利用率 

(A)÷40,770 人（R4.1.1 現在） 
0.74％ 0.78％ 

※利用者登録は R2 年 7 月以降の市内居住者限定利用措置により開始 

 

令和 1年度 

（～R2.2.27） 
令和 2年度以降 

利用制限なし 

予約なし 

 古河老人福祉センター 総和老人福祉センター 

個

人 

R2 年 7 月～ 

利用者数を制限して入浴サービスに限定し再開 

完全予約制（市内居住者のみ） 

1 時間ごとの入替制 

1 時間あたり 12 人（男 6人・女 6 人）×6 時間枠 

1 日の利用者 72 人 

※カラオケ禁止 

団

体 
 

R2 年 9 月～ 

利用者数を制限して再開 

（集会場、福祉バス） 

人数上限 24 人程度 

利用時間 2 時間程度 

※カラオケ禁止 

 

R1 年度 

（～R2.2.27） 
R2 年度 R3 年度 

古河…年 0日 

総和…年 1日 

(設備メンテナンス等) 

① 4/1～6/30 

※R2.2.28 から

継続休館 

② 12/1～12/13 

③ 1/16～2/28 

91 日 

 

13 日 

44 日  

計 148 日 

① 4/22～5/12 

② 8/6～9/30 

 

 

 

21 日 

56 日 

 

 

  計 77 日 
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利用できる団体 H29 年度 H30 年度 R1 年度 R2 年度 
R3 年度 

（見込） 

老人クラブ【 130 団体 】 7,628 人 6,809 人 6,174 人 0 人 0 人 

※福祉バス：定員 57 人。H14 年購入、19 年経過。 

※新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため利用制限あり。（乗員を定員の半数） 

※令和 2 年 9月～4年 2月（予約） 福祉バスの利用予約なし。 

 

 

 指定管理期間（R1～5年度） （単位 千円） 

老人福祉 

センター 
R1 年度 R2 年度 

R3 年度 

（見込） 

R4 年度 

（見込） 

R5 年度 

（見込） 

計 

（5 年間） 

古 河 36,621 33,753 32,796 33,293 40,959 177,422 

総 和 42,649 39,675 39,386 40,283 40,283 202,276 

うち福祉バス 3,805 2,693 3,386 3,683 3,683 17,250 

計 79,270 73,428 72,182 73,576 81,242 379,698 

 

老人福祉 

センター 
H29 年度 H30 年度 R1 年度 R2 年度 

古 河 395 千円 2,603 千円 2,275 千円 957 千円 

総 和 3,564 千円 1,227 千円 2,844 千円 885 千円 

計 3,959 千円 3,830 千円 5,119 千円 1,842 千円 
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令和 2年 2 月までは、メンテナンス日以外の臨時休館を除き、入浴サービスや飲食、

カラオケなどの多様なサービスを提供していましたが、国の「新型コロナウイルス感染

症対策の基本方針」を受け、2月 28 日以降、市内公共施設すべてが臨時休館となりまし

た。 

高齢者施設であることから、利用者の安全を守るため徹底した新型コロナウイルス感

染拡大防止対策を行い、三密を避ける完全予約制（市内居住者のみ）を導入し、7月 1日

より入浴サービスに限定した施設利用を再開しました。 

その後も新型コロナウイルス感染拡大防止対策により、令和 2年度中は計 148 日、令

和 3年度中は計 77 日、臨時休館を余儀なくされ、継続的な開館ができない状況でした。 

入浴サービスに限定した利用や完全予約制を導入したことにより利用者が減少し、ま

た高齢者人口の１％に満たない利用者登録の実態から利用者の固定化という課題が浮き

彫りになりました。 
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古河老人福祉センターは、令和 3年 1月に浄化槽（230 人槽）の汚水漏れが発生し、公

共下水道への接続工事を検討しましたが、高額な費用負担が発生するため、別の浄化槽

（21 人槽）の処理能力範囲で運営を継続することになりました。 

浴場設備のうち、温泉井水中ポンプは 4年周期で交換が必要であり、ほかにも温泉井

浚渫工事など、周期的に高額な費用負担が発生します。 

一方、総和老人福祉センターは、屋内の雨漏りをその都度部分修繕していますが、屋

根防水機能の劣化が進んでいるため改修の必要があります。 

このように両施設の設備においては、経年劣化に伴う故障が多く、突発的な修繕が発

生しています。湯温を保つためのボイラーや給湯配管も耐用年数を経過しているため、

サービス提供に影響を及ぼす故障がいつ発生するか予測ができない状況です。 

両施設とも旧耐震基準により建築された建物であり、老朽化や利用者の安全確保とい

う面で大きな不安を抱えており、耐震化を含めた施設の大規模改修あるいは新設が必要

になります。 

 

老人福祉 

センター 

浴場施設 

の建築年 

経過 

年数 
浴場設備 直近の更新年（経過年数） 耐用年数 

古 河 H4 年 11 月 29 年 

ボイラー（1 基） H9 年更新 （24 年経過） 10～15 年 

ポンプ － 10～15 年 

給湯配管 － 20～25 年 

温泉井浚渫工事 H10 年更新 （23 年経過） 10～15 年 

温泉井水中ポンプ H30 年更新 （ 3 年経過） 4 年 

 

老人福祉 

センター 

浴場施設 

の建築年 

経過 

年数 
浴場設備 直近の更新年（経過年数） 耐用年数 

総和 S54 年 4 月 43 年 

ボイラー（2 基） H12 年更新 （21 年経過） 10～15 年 

ポンプ － 10～15 年 

給湯配管 － 20～25 年 

※両施設の浴場設備は、定期的に保守を行い、消耗品交換や突発的な修繕をその都度実施  
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２施設合計 591,790 千円 

1,120,000 千円 

項  目 古河老人福祉センター 総和老人福祉センター 

浄化槽の改善（公共下水道接続工事） 9,460 千円 － 

温泉井水中ポンプ交換 7,666 千円 － 

温泉井浚渫工事 13,200 千円 － 

ボイラー更新（入浴温度管理等） 10,000 千円 10,000 千円 

屋根防水工事 － 9,800 千円 

建物耐震診断 5,000 千円 5,000 千円 

施設耐震補強改修工事 209,924 千円 311,740 千円 

 計 255,250 千円 336,540 千円 

※参考 過去の実績額や参考見積額、耐震補強改修工事（他自治体）より試算 

 

 

 

 

 

   

施設の新設（ 同等の施設建設費 ） 

※参考 老人福祉センター建築工事（他自治体） 
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28,000 千円 

 

福祉バスは、老人福祉センターを団体利用する老人クラブ連合会の送迎、また老人ク

ラブの研修、スポーツ大会等の行事の移動に利用するため配置しています。運行業務に

ついては、民間事業所と３年間（R2～R4 年度）の業務委託契約を締結しています。 

令和 2年 9 月、施設の団体利用の再開と同時に福祉バスの利用を再開したものの、新

型コロナウイルス感染拡大防止対策のため、施設内の滞在時間やバスの乗車人数を制限

したことにより、利用実績がない状況が現在も継続しています。また、57 人定員の大型

車両でノンステップ仕様ではないため、高齢の方が乗降しづらい点が問題になっていま

す。 

現行車両は、購入から 19 年を経過しています。運行に支障はありませんが、経年劣化

による修繕箇所もあり、耐用年数（9年）を大幅に経過していることから買い替えの検討

が必要になっています。 

 

 業務委託契約額（月額） 運行日 執行（見込）額 

 

R2 年度 

 

4 月～：306,900 円 

6 月～：207,900 円～306,900 円 

メンテナンス 月 4～5日 

老人クラブ利用 月 0日 
2,963 千円 

 

R3 年度 

 

207,900 円～306,900 円 

メンテナンス 月 4～5日 

老人クラブ利用 月 0日 

（R4 年 2月まで） 

2,495 千円 

 

R4 年度 

 

207,900 円～306,900 円 
メンテナンス 月 4～5日 

老人クラブ利用 

2,495 千円～ 

3,683 千円 

※R2 年 6月運行分から月額委託料の変更となる（R5 年 3月運行分まで）。 

運行日 0 日から 5日      207,900 円／月 

    6 日から 20 日（加算分）  6,600 円／日 

 

※参考 市バス購入時価格 定員 56 人 27,960 千円（H22 年度） 

 

  

福祉バス更新 
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令和 4年以降の人口推計では、総人口は減少傾向と推計され、高齢者人口は令和 6年ま

で増加傾向となっていますが、それ以降、減少傾向となっています。反面、高齢化率は増

加し、令和 8 年では、30.1％になると予測されています。 

 

 R3 年  R4 年  R6 年  R8 年  R22 年 

総人口 141,607 人  140,778 人  138,989 人  136,971 人  118,522 人 

高齢者人口 40,699 人  40,813 人  41,203 人  41,182 人  40,674 人 

高齢化率 28.7％  29.0％  29.6％  30.1％  34.3％ 

※参考 「第 8 期介護保険事業計画」より抜粋 

 

高齢社会を取り巻く環境は、時代と共に大きく様変わりし、高齢者のライフスタイルや価

値観が多様化する中で、高齢者の活動に対するニーズも、教養や趣味の活動、生涯スポーツ、

ボランティアなど多岐にわたっています。 

コロナ禍における老人福祉センターは、臨時休館やサービス制限など、利用者に不便をき

たしている一方で、地域住民活動や類似した民間サービスなどは、新型コロナウイルス感染

拡大防止対策をして事業を継続しており、多種多様なアプローチにより、高齢者の生きがい

活動や交流の場となっています。 
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    老人クラブ活動は、地域の高齢者で組織され、地域での社会奉仕や健康増進・教養講

座などの活動を行い、高齢者の生きがいづくりを実施しています。 

区分 主な活動 内容等 

社会奉仕 

・自治会館や公民館の清掃 

・通学路の立哨活動 

・ねたきり老人訪問 など 

地域の集会場や公共場において、清掃などの社会奉仕や

地域住民との交流、友愛活動を中心に、地域での社会福

祉活動を実施。 

健康増進 

・ゲートボール 

・ペタング 

・歩く会      など 

地域の集会所において、健康教室やスポーツを通じて、

健康保持に関心を持ち、健康増進活動を実施。 

教養講座 

・認知症サポーター育成講座 

・シルバー料理教室 

・火災予防教室   など 

地域の集会場において、教養講座や文化学習を通じて教

養の向上や生活を豊かにする教養講座活動を実施。 

※参考 「令和 2年度老人クラブ等活動費補助金実績報告書（市内 133 クラブ）」より抜粋 

 

    ふれあい・いきいきサロンは、地域住民や高齢者がサロンに参加し、参加者が主体に

活動を構築し、自分の役割や楽しさ、生きがいを見出し、社会参加の意欲を高める活動

を実施しています。 

場 所 市内約 53 会場（自治会館や公民館などの社会教育施設、自宅や公園など） 

回 数 月 2回程度開設され、地域住民が自由に参加。 

主な日課 
おしゃべり、料理や食事（昼食）、健康体操、歌（カラオケ）、季節の行事、散歩、 

映画・音楽鑑賞、手芸、趣味活動、ゲスト講話  など 

※参考 古河市社会福祉協議会より情報提供 
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    生涯学習・スポーツの場は、公共施設で行う生涯学習講座やスポーツ教室のほか、民

間企業では多種多様な事業活動を行っており、提供されるプログラムを利用者が自由に

選び、余暇活動や教養向上などの社会的活動を実施しています。 

生涯学習の場 

民間 カルチャースクール 1 店舗、カラオケ 21 店舗、入浴施設 2店舗 

公共 

【市民大学】公共施設において、年間約 20 講座を実施。 

※令和 4 年度高齢介護課と共同企画で「シニア世代ヨガ講座」を開催予定。 

【まなびピア】公共施設において、年間約 16 講座を実施。 

スポーツの場 
民間 フィットネスクラブ 18 店舗 

公共 5 施設 

 

    一般介護予防事業は、高齢者が要介護状態となることの予防又は要介護状態等の軽減

や悪化防止のため、地域のつながりを活かした介護予防の取り組みを実施しています。 
項目 会場 開催 定員 内容 

シルバーリハビリ

体操（県推奨） 
11 160 回 各 25 名 

人と人のつながりを通じながら、「いつでも、どこで

も、ひとりでも」できる体操を実施。 

さわやか教室 4 25 回 各 15 名 

いきいきと生活するための介護予防のポイントを、さ

まざまなテーマで学び、受講者同士が楽しく交流でき

る教室を実施。 

シニア運動教室 1 10 回 各 20 名 
転倒予防のための運動や筋トレ、栄養や口腔に関する

講話を実施。 
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介護予防・生活支援サービス（通所型サービス）は、要介護状態となることを予防す

るため、高齢者自身の能力を最大限に生かすことができるよう生活機能訓練やレクリエ

ーションなどのサービスを提供しています。 

通所型サービス 
事業 

所数 

利用 

人数 
説明 

介護予防 

通所サービス 
33 

279 人 

  /月 

デイサービスセンター等で、機能訓練・レクリエーション

などのサービスを提供。 

ミニデイ型 

通所サービス 
7 

介護保険施設等で、生活機能向上のための体操やレクリエ

ーションなどのサービスを提供。 

短期集中介護予防 

通所サービス 
6 

介護保険施設などで、保健・医療の専門職による運動を中

心とした生活機能改善の取り組みを提供。 

※参考 「介護保険事業状況報告（令和 3 年 10 月実績）」より抜粋 

 

介護サービス（通所サービス）は、介護が必要な方が通所介護事業所へ通い、入浴・

排せつ・食事などの介護、その他日常生活の世話及び機能回復訓練を提供しています。 

通所サービス 
事業

所数 

利用 

人数 
説明 

通所介護 

(デイサービス) 
37 

1,349 人 

   /月 

デイサービスセンターで、入浴・食事・日常動作訓練な

どのサービスを提供。 

通所リハビリテー

ション(デイケア) 
6 

877 人 

   /月 

介護老人保健施設などで、自立した日常生活を送るため

の機能訓練などのサービスを提供。 

※参考 「介護保険事業状況報告（令和 3 年 10 月実績）」より抜粋 

     

        

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



13 

老人福祉センターは、高齢者がいつまでも健康で心豊かに過ごせるよう、趣味やレクリエ

ーションなどを総合的に提供する施設であり、高齢者の健康増進、余暇活動の充実、そして

憩いの場として親しまれてきました。 

現在は、高齢者の価値観・意識・ライフスタイルの多様化により、地域の公民館や民間

サービス施設を利用した小規模な活動、個々のニーズに合った民間サービスによる娯楽活

動が増えてきています。市内には、官民合わせて介護予防を実施するサービス拠点も数多

くあるため、老人福祉センターを利用して余暇活動する人は少なくなってきています。 

また、コロナ禍により、市内公共施設の休館等のため老人福祉センターを利用できない

期間があり、安定したサービスを提供できなかったり、再開した現在でも予約制による利

用制限を行っていたり、自由な利用ができない状態が続いています。 

施設を継続的に運営するには、毎年の維持管理費に加え、劣化による破損や機器の故障

などの修繕費が突発的に発生することが懸念され、さらに長寿命化を図るとなれば、耐震

補強などの大規模改修を実施しなければならず、また、浴場設備の更新など莫大な費用を

見込まなければなりません。 

市では、令和 3年 3 月に「高齢者いきいきプラン」を策定し、今後の超高齢化社会を見

据え、高齢者がいきいきと安心して住み続けられる地域共生社会の実現に向けた施策を展

開しており、こうした高齢者の地域でのコミュニケーションや社会的活動を支援していく

としています。 

総合計画に掲げる「いきいきと安心して住み続けられる高齢者福祉の充実」に向け、施

設サービスによる限定的な高齢者福祉の推進から、社会構造の変化や人々の暮らしの変化

を踏まえ、制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域

住民や地域の多様な主体が参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えてつながること

で、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく地域共生社会の実現に

取り組んでいく必要があります。 

  

第２次古河市総合計画第Ⅱ期基本計画 

「いきいきと安心して住み続けられる高齢者福祉の充実」 

古河市高齢者いきいきプラン 高齢者福祉計画・第 8 期介護保険事業計画 

基本理念：「安心できる未来と地域づくり」 

“地域包括ケアシステムの深化・推進や地域共生社会の実現に取り組んでいく” 
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老人福祉センター及び福祉バスの事業終了を見据え、新たな施策等の導入の検討を進めます。 

事業 内容 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

R6.3.31 指定管理期間終了で“廃止”
   

 

 

 

R5.3.31 委託契約期間終了で“廃止”
    

 

  

    

 

 

    

   

 

 

    

 

 

    

※事業廃止により捻出した財源を新規・拡充を行うための財源として活用したいと考えています。なお、拡充案は現時点で考えられる施

策であり、今後より効果的な施策になるように検討を進めます。 



17 

 

 

 

・詳細は検討中 

・事業費は概算であり、予算額を担保されているものではありません 
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・詳細は検討中 

・事業費は概算であり、予算額を担保されているものではありません 
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・詳細は検討中 

・事業費は概算であり、予算額を担保されているものではありません 
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・詳細は検討中 

・事業費は概算であり、予算額を担保されているものではありません 
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・詳細は検討中 

・事業費は概算であり、予算額を担保されているものではありません 

補聴器の効果 

補聴器を装用することで、より小さな音や言葉が聞き

取れるようになります。また、不要な雑音を抑え、騒

がしい場所でも聞き取りやすくする機能を持った機器

もあります。会話が聞き取りやすくなることで、家族 

や周りの方々とのコミュニケーションが

改善するので、閉じこもりを防ぎ、活動

的になるなど、生活の質が向上すること

が期待できます。 


